
VV  緑緑ののままちちづづくくりり・・自自然然環環境境保保全全のの推推進進  

 緑のまちづくり １

歴史ある馬堲大門のケヤキ並木、貴重な自然が残る崖線や浅間山などの緑は、本市を代表する重

要な緑の拠点であり、多摩川や用水・湧水などの水辺は、緑と一体となって、緑ゆたかな景観と自然と

触れ合える貴重な空間として、私たちの生活に潤いや安らぎを与え都市の魅力を高めています。 

このような中、市では、平成２１年８月に「府中市緑の基本計画２００９」を策定し、計画テーマを「水と

緑が輝く 潤いのあるまち 府中」として、基本目標を「緑の保全・活用」「緑地の整備・創出」「緑化の推

進」「協働による緑のまちづくり」の視点から設定し施策に取組むことにより、将来都市像「心ふれあう 緑

ゆたかな 住みよいまち」の実現を目指しています。 

平成２６年度に実施した内容は次のとおりです。 

○ 市内の公園や緑地等の公共花壇に、まち全体の緑の個性と豊かさを育むため、まちかど空間の緑

化として四季折々の草花を植栽しています。 

○ 水と緑が持つ様々な機能をより高め、市内全域の水と緑のネットワーク形成を推進するため、地域

の拠点にその特徴を生かした公園・緑地を整備するとともに、既に整備された公園・緑地を適切に

維持管理し機能の向上を図りました。 

○ 市民のだれもが歩いていける範囲に、公園の整備を進めています。 

○ 開発行為や中高層建築物などの大規模な開発事業は、まちの緑や景観に大きな影響を与えるこ

とから、緑地の確保や公園の設置などを適切に誘導し、緑化の推進を図っています。 

○ 府中崖線と連続する崖線を保有する８自治体と東京都で構成する「多摩川由来の崖線の緑を保

全する協議会」において、崖線の緑の保全に関する情報の交換を行ったほか、各市でのイベント等

において崖線の緑の保全に関する普及啓発活動を行いました。 
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 自然環境保全の推進 ２
自然保護に関する意識高揚のために、桜まつりにおいて、ウォーキングマップや花蓮の絵はがきの頒

布、植物のパネルの展示などを実施しました。 

また、自然への愛着を醸成するため、「府中水辺の楽校」や「蓮を観る会」などの身近な自然に親し

む事業を実施しました。緑化標語・ポスターづくりを通じて身のまわりの自然の豊かさを市民の方々に再

認識していただくとともに、これら応募作品の展示会を通じて、市民の方々へ自然の大切さを呼びかけ

ました。 

 

(１) 水辺の楽校事業 

子ども達が多摩川などの水辺を活用した自然環境学習、体験活動及び自然環境の啓発活動を

行うため、大丸堰周辺の多摩川河川敷において、自然体験プログラムの実施や小学校の総合的学

習の時間での自然環境学習に協力しました。 

 

● 水辺の楽校イベント 

実施日 内容 参加者数 

平成２６年６月１５日 指導者安全講習会 ９人 

６月２１日 「多摩川ガサガサ魚とりと投網」 ７５人 

７月１９日 「多摩川サマースクール２０１４ ９３人 

８月７～８日 「多摩川源流体験教室２０１４ ４７人 

８月２３日 「多摩川おさかなウォッチング」 ９４人 

９月２０日 「多摩川でガサガサ魚とりと魚つかみ」 ８５人 

１０月 ５日 「多摩川河口観察会２０１４ ２１人 

１１月１日 「多摩川自然観察会」 ２７人 

平成２７年１月１７日 「多摩川で石ころウォッチングと野鳥観察」 ２８人 

２月１５日 「活動発表会」 １０２人 

   ２月１６日～２３日 「活動発表会作品展示」 (参考)６７７人 

  合計  ５８１人 
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● 小学校総合学習協力イベント 

実施日 内容 参加者数 

平成２６年５月９日 四谷小学校 （多摩川名人になろう） ９６人 

６月２０日 矢崎小学校 （多摩川探検隊） ６５人 

６月２７日 府中第五小学校 （多摩川探検に向けて） ８６人 

７月 ２日 府中第五小学校 （多摩川探検隊） ８６人 

７月 ８日 四谷小学校 （多摩川名人になろう） ９６人 

９月 ８日 日新小学校 （多摩川大好き） ９０人 

９月１８日 四谷小学校 （多摩川名人になろう） ９５人 

９月２６日 矢崎小学校 （多磨川探検隊） ６３人 

１０月３１日 矢崎小学校 （多摩川探検隊ほか） ６５人 

１２月４日 武蔵台小学校 （冬の植物・野鳥観察） ４８人 

平成２７年１月２８日 四谷小学校 （多摩川名人になろう） ９６人 

３月 ５日 府中第五小学校 （鳥と仲良くしよう） ８４人 

３月１７日 矢崎小学校 （植物・野鳥観察） ６４人 

  計 １，０３４人 

(２) 樹木保存事業 

みどり豊かなまちづくりのため、一定規模以上の樹木や樹林を指定し、奨励金を交付しました。また、

台風などによる枝折れや倒木で事故が発生した堲合に、市が所有者に代わって賠償金を支払う制

度があります。 

件      名 内          容 

保存樹木 所有者件数 ２０５件  本数 ２，１２７本 

保存樹林 所有者件数   ３件  面積 ８２９．４６㎡ 

(３) 自然環境調査員会議運営事業 

自然環境の保全の推進を図るため、市民や市民団体による自然環境調査員会議が市内の動植

物の生息状況の把揜や普及啓発に関する取組みを行いました。 
 

▽ 活動内容 

○ 自然環境調査の実施         調査結果は８０ページ～８８ページ 

調査期間：平成２６年４月～平成２７年３月 

調査堲所：武蔵台公園 

参加人数：延べ１５３名 

○ 自然保護意識の普及・啓発に関するイベントの企画・運営（水と緑のネットワーク自然観察ウォ

ーキングツアー、緑化講習会、ツバメの集団ねぐら市民観察会） 

○ 自然保護活動の推進（ホタル飼育支援） 

 

(４) 花蓮保存普及事業 

大賀蓮の種を発掘した大賀一郎博士の出身地として、市民に末永く親しまれるよう「蓮を観る会」

を通じて府中の花蓮をＰＲしています。７月６日（日）に郷土の森公園修景池にて第５４回蓮を観る会

を開催し、市内外から多くの方が花蓮を観賞しました。      
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開催日 会  堲 内      容 

７月６日 郷土の森公園修景池 ○花蓮の解説 

○市民等が撮影した花蓮写真を応募作品の中から選定し、

蓮を観る会ポスター写真に採用した。 

○花蓮写真講習会の開催（７月２日） 

○参加者数…８００人 

(５) 市民花壇運営事業 

公園など公共地において、市民参加による花壇づくりを進めることにより、まちに潤いと安らぎのあ

る生活環境を作り出すため、登録した市民団体・グループに草花の苗を提供しました。 

 

○ 市民花壇…３７か所（フラワーポッド８４台、４１６．８７㎡） 

○ 配付回数…２回（花苗３，８８０株、球根１，２００球） 

春：１，８００株（花苗 トレニア、サルビア２種） 

秋：２，０８０株（花苗 パンジー、ノースポール、ハボタン３種） 

１， ２００球（球根 チューリップ１種） 

 

(６) 緑と花いっぱい運動推進事業 

緑化講習会の開催や桜まつりにおいて、ウォーキングマップや花蓮の絵はがきを頒布し、市民の

意識高揚に努めました。 

 

▽ 緑の募金 

学校、自治会、企業などから緑の募金への協力がありました。緑の募金還元事業として、学校

等に花の種子や球根を配付し、身近な緑化活動を推進しました。 

募金額 １，０５３，４１７円 

○ 種子…２，６１０袋（３種）（アサガオ、ケイトウ、ヒマワリ） 

○ 球根…１０，５００球（３種）（チューリップ（赤白）、クロッカス） 

 

▽ 落ち葉の銀行事業 

緑のリサイクルを積極的に進めるため、落ち葉の銀行事業を実施しました。登録した市民団体

が公園や広堲を清掃し、収集した落ち葉を、市が回収して放射能濃度測定を行い、暫定許容値

以下であることを確認したうえで腐葉土にしています。 

期   間：平成２６年１１月～平成２７年１月（月・木） 

登録団体：３３団体３５か所 

回 収 数：１，９０２袋 
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●自然環境調査結果 草本① 
*印は植栽されたと思われる植物 注）□：スミレは閉鎖果 ＃印はムカゴ

蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実

イラクサ科 ヤブマオ

タデ科 アレチギシギシ ○ ◎

タデ科 イヌタデ ○ ◎

タデ科 ハナタデ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ○ ◎

タデ科 ミズヒキ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◇ ◇ ◇

ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

スベリヒユ科 ハゼラン

ナデシコ科 ウシハコベ

ナデシコ科 コハコベ ○ ◎

ナデシコ科 ハコベ ○ ◎ ◇

ヒユ科 イノコズチ(ヒカ ゲイ ノコズチ） ◎ ◇ ◇

ヒユ科 ヒナタイノコズチ ◇ ◇ ◇

キンポウゲ科 オダマキの仲間 * ◇

キンポウゲ科 キバナイカリソウ * ○ ◎

キンポウゲ科 セツブンソウ * ○ ◎ ◇

キンポウゲ科 セリバヒエンソウ ○ ◎

キンポウゲ科 センニンソウ

キンポウゲ科 ニリンソウ * ○ ◎

キンポウゲ科 ミスミソウ *

キンポウゲ科 ユキワリイチゲ * ◇ ○ ◎ ○ ◎

ドクダミ科 ドクダミ ○ ◎ ◎ ◇ ◇ ◇

センリョウ科 ヒトリシズカ ○ ○

センリョウ科 フタリシズカ ○ ◎ ◇

ウマノスズクサ科 カンアオイの仲間 * ○ ◎

ウマノスズクサ科 タマノカンアオイ * ◎ ◎

オトギリソウ科 オトギリソウ ○

ケシ科　 タケニグサ ○ ○ ◎ ◇ ◇

ケシ科　 ナガミヒナゲシ

ケシ科　 ムラサキケマン ○ ◎ ◎ ◇

アブラナ科 イヌガラシ ○ ◎ ◇ ◇ ○ ◎ ◇

アブラナ科 ショカツサイ ○ ◎ ○ ◎ ◇

バラ科　 キジムシロ ○ ◎

バラ科　 キンミズヒキ ○ ○ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

バラ科　 ダイコンソウ ◎ ◇ ◎ ◇

バラ科　 ヘビイチゴ ○ ◎ ◇ ◇

バラ科　 ナワシロイチゴ ○ ◎

バラ科　 ヤブヘビイチゴ ○ ◎

マメ科 アレチヌスビトハギ ○ ◎

マメ科 ヌスビトハギ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◇

マメ科 フジカンゾウ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

カタバミ科 イモカタバミ ○ ◎ ○ ◎

カタバミ科 オッタチカタバミ

カタバミ科 ムラサキカタバミ

フウロソウ科 アメリカフウロ ○ ◎ ◎ ◇

ブドウ科 ノブドウ ○

ブドウ科 ヤブガラシ ○ ○ ◎

シナノキ科 カラスノゴマ ◇

スミレ科 タチツボスミレ ○ ◎ ◇ □ ◇ ○ ◎

スミレ科 オドラータ * ◎ ◇

シュウカイドウ科 シュウカイドウ

ウリ科 アマチャヅル ○ ◎ ○ ◎ ◇

ウリ科 カラスウリ ◇

アカバナ科 オオマツヨイグサ ○ ◎ ◎

アカバナ科 ミズタマソウ ○ ◎ ◇ ◎ ◇

アカバナ科 ユウゲショウ ○ ◎ ◇ ○ ◎

セリ科　 オヤブジラミ

セリ科　 ミツバ ◇

セリ科　 ヤブジラミ ◇

セリ科　 ヤブニンジン ○ ◎ ◇

７日晴 11日曇り 11日晴14日晴

結実、開花状況  蕾＝○、開花＝◎、結実ｒ＝◇

3月4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

15日晴 12日曇 17日晴9日曇り 6日晴 10日晴9日晴

調査月

12日晴調査日　　天気
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●自然環境調査結果 草本② 

蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実

キョウチクトウ科 ツルニチニチソウ * ○ ◎ ○ ◎ ○

アカネ科 ヘクソカズラ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

アカネ科 ヤエムグラ ○ ◎ ◇

ムラサキ科 キュウリグサ ○ ◎

シソ科　 アキノタムラソウ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◎ ◇ ◇

シソ科　 イヌコウジュ ○ ◎ ◇ ◎ ◇ ◇ ◇

シソ科　 キランソウ

シソ科　 シソ ◇ ◇ ◇

シソ科　 ジュウニヒトエ

シソ科　 ヒメオドリコソウ ○ ◎ ◎

シソ科　 ヒメジソ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇

ナス科 アメリカイヌホオズキ ○ ◎

ナス科 イヌホオズキ ○ ◎ ◇

ナス科 コナスビ ◇

ナス科 ヒヨドリジョウゴ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

ゴマノハグサ科 トキワハゼ

ゴマノハグサ科 ビロードモウズイカ

キツネノマゴ科 キツネノマゴ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◎ ◇

ハエドクソウ科 ハエドクソウ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇

オオバコ科 オオバコ ○ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◎ ◇ ◇ ◇

スイカズラ科 スイカズラ ◇

オミナエシ科 オトコエシ ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

キク科　 アイノコタンポポ ○ ◎

キク科　 アイノコセンダングサ

キク科　 アキノノゲシ

キク科　 アメリカオニアザミ ○ ○ ◎

キク科　 アメリカセンダングサ ◎

キク科　 ウラジロチチコグサ ○ ◎ ○ ◎ ◇

キク科　 エゾタンポポ

キク科　 オオアレチノギク ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇

キク科　 オニタビラコ ○ ◎ ○ ◎ ◇

キク科　 オニノゲシ ○ ◎

キク科　 ガンクビソウ ○ ○ ◎

キク科　 カントウヨメナ

キク科　 コセンダングサ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

キク科　 コヤブタバコ ○ ◎ ◇ ◇

キク科　 サジガンクビソウ ○ ◎ ◇ ◇

キク科　 シロヨメナ ○ ◎ ○ ◎

キク科　 シラヤマギク ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◇

キク科　 セイタカアワダチソウ ○ ◎ ◎ ◇ ◇ ◇

キク科　 セイヨウタンポポ ◎ ◇

キク科　 タチチチコグサ

キク科　 ダンドボロギク ○

キク科　 チチコグサモドキ

キク科　 ニガナ ○ ◎

キク科　 ノゲシ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

キク科　 ノブキ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◇ ○ ◎ ◇

キク科　 ハキダメギク ○ ◎ ○ ◎

キク科　 ハハコグサ ○ ◎

キク科　 ハルジオン ○ ○ ◎

キク科　 ヒメジョオン ○ ◎ ○ ◎

キク科　 ヒヨドリバナ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

キク科　 ベニバナボロギク ◎ ◇

キク科　 ヘラバヒメジョオン ○ ◎

キク科　 ヤクシソウ ○ ◎ ○ ◎ ◇

キク科　 ヤブタバコ ○ ◎ ◎ ◇

キク科　 ユウガギク

ユリ科　 ウバユリ ○

ユリ科　 オオバギボウシ

ユリ科　 シオデ ◇ ◇ ◇

ユリ科　 ジャノヒゲ ◇ ◇ ◇

ユリ科　 タイワンホトトギス * ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇

ユリ科　 タカサゴユリ

ユリ科　 タチシオデ

ユリ科　 ニラ

ユリ科　 ノカンゾウ ◎

12月 1月 2月

結実、開花状況  蕾＝○、開花＝◎、結実＝◇

3月調査月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月
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●自然環境調査結果 草本③ 

蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実

ユリ科　 ハナニラ ○ ◎

ユリ科　 ホトトギス * ○ ◎

ユリ科　 ホウチャクソウ ○ ◎

ユリ科　 ヤブラン ◇ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ユリ科　 ヤマユリ ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

ヒガンバナ科 キツネノカミソリ ◎ ◇

ヒガンバナ科 スノーフレーク * ○ ◎

ヤマノイモ科 オニドコロ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ヤマノイモ科 ヤマノイモ ○ ◎ ＃

アヤメ科　 シャガ * ○ ◎ ○ ◎

アヤメ科　 ヒメヒオウギズイセン *

イグサ科 クサイ ○ ◎

ツユクサ科 ツユクサ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◇

ツユクサ科 ノハカタカラクサ

ツユクサ科 ヤブミョウガ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

イネ科 アオカモジグサ ◇

イネ科 アキノエノコログサ

イネ科 イヌビエ

イネ科 イヌムギ ◇ ◇

イネ科 エノコログサ

イネ科 オオクサキビ

イネ科 オヒシバ ◇ ◇

イネ科 カゼクサ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

イネ科 カモガヤ

イネ科 コチヂミザサ ◇

イネ科 コメヒシバ

イネ科 ササガヤ ◇

イネ科 ササクサ ◇

イネ科 シマスズメノヒエ

イネ科 ススキ ○ ◎ ◇ ◇

イネ科 チヂミザサ ◇

イネ科 チョウセンガリヤス ◇

イネ科 ナガハグサ ○ ◎

イネ科 ヌカキビ ◇

イネ科 ノガリヤス ◇ ◇

イネ科 ミゾイチゴツナギ ◇

イネ科 メヒシバ ○ ◎ ◇ ◇

イネ科 メリケンカルカヤ ◇

サトイモ科　 ウラシマソウ * ◎

サトイモ科　 ミミガタテンナンショウ ◎

サトイモ科　 ムサシアブミ * ◎ ◎ ◇ ◇

カヤツリグサ科 ナキリスゲ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

カヤツリグサ科 マスクサ ○ ◎

カヤツリグサ科 スゲの仲間

カヤツリグサ科 ヒメカンスゲ ○ ◎ ○ ◎

ラン科 オオバノトンボソウ ○ ◎

ラン科 キンラン ○ ◎ ◇ ◇

ラン科 ギンラン ○ ◎ ◇

ラン科 ササバギンラン ○ ◎

ラン科 シュンラン ◎ ○ ◎

ラン科 サイハイラン *

ラン科 シラン *

ラン科 マヤラン ○ ◎ ◇ ○ ◎

2
2

2
4 3 2
7

3
2

1
2

1
5

1
1

1
2

2
5

2
3

1
0

2
5

3
0

2
2

2
7

3
0

2
3

1
4

2
3

3
7 6 9 3
1 1 1 2
0 0 0 8 2 2 6 4 4 2

5月

各月各状態数

40

調査月 2月 3月

結実、開花状況  蕾＝○、開花＝◎、結実＝◇

１４年度観察種数

14年度新規観察種数

１３年度観察、１４年度未観察数

各月観察種数　

0

10月 11月 12月 1月

2 0 02 59 4 4

42 48

9月

34 21

6月 ７月 8月

30 39 24 33 42

4月

9 4 1

141

37

各月新規観察種数

8 8 6
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●自然環境調査結果 木本類① 

蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実

マツ科 アカマツ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

スギ科 スギ ◇ ◇ ◇

ヒノキ科 サワラ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ヒノキ科 ヒノキ ◇ ◇

カバノキ科 アカシデ

カバノキ科 イヌシデ ◎ ○

カバノキ科 クマシデ ○ ◎ ◇

ブナ科 クヌギ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ブナ科 コナラ ◎ ◇ ◇ ◇

ブナ科 シラカシ ◇ ◇

ブナ科 ヤマグリ

ニレ科 エノキ ◎

ニレ科 ケヤキ ◎ ◇ ◇

ニレ科 ムクノキ

クワ科 ヤマグワ ◇

クワ科 ヒメコウゾ ○ ◎ ○ ◎

モクレン科 コブシ ◎ ◇ ○ ○ ○ ○ ○

マツブサ科 サネカズラ ◇

マツブサ科 ビナンカズラ ◇

クスノキ科 シロダモ ○ ○ ◎

クスノキ科 ヤマコウバシ ◇

メギ科 ナンテン ○ ◎

メギ科 ヒイラギナンテン * ◎ ◇ ◇ ○ ○ ○ ○ ◎

アケビ科 アケビ ○ ◎

ツバキ科 サザンカ ◇ ○ ○ ◎ ○

ツバキ科 シロヤブツバキ * ○ ◎

ツバキ科 ツバキ園芸種 * ○ ○ ◎ ○ ◎

ツバキ科 チャノキ ◇ ◇ ○ ◎ ◇

ツバキ科 ヒサカキ ◇ ○ ○ ○ ○

ツバキ科 ヤブツバキ ○ ◎ ◎ ◇ ◇ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

ユキノシタ科 アジサイ ○ ◎ ◎

ユキノシタ科 ガクアジサイ

ユキノシタ科 ヤマアジサイ ○ ◎ ◇

バラ科 イヌザクラ ◎ ◇

バラ科 ウメ園芸種 * ○ ○ ◎ ○ ◎

バラ科 カマツカ ◎ ◇

バラ科 コゴメウツギ ○ ◎

バラ科 キイチゴ

バラ科 クサボケ ○ ◎

バラ科 サトザクラ（カンザン） * ○ ◎

バラ科 シロヤマブキ * ○ ◎ ◇ ◇

バラ科 ナワシロイチゴ ○

バラ科 ノイバラ ◇ ◇ ◇ ◇

バラ科 モミジイチゴ ○ ◎

バラ科 ヤエヤマブキ ○ ◎

バラ科 ヤマザクラ ○ ◎

バラ科 ヤマブキ

トウダイグサ科 アカメガシワ ◎

ミカン科 サンショウ

ニガキ科 ニガキ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

カエデ科 オニイタヤ

モチノキ科 イヌツゲ ◇

ニシキギ科 コマユミ ◇ ◇ ◇

ニシキギ科 ニシキギ ◇ ◇ ◇

ニシキギ科 マユミ ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

ミツバウツギ科 ゴンズイ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ブドウ科 エビヅル

グミ科 ツルグミ

ミズキ科 アオキ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ◇ ○ ◎ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇

ミズキ科 クマノミズキ ○ ◎

ミズキ科 ミズキ ◇ ◇

ミズキ科 ヤマボウシ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

ウコギ科 キヅタ ◇

ウコギ科 ヤツデ ◇ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

調査月

結実、開花状況  蕾＝○、開花＝◎、結実＝◇

4月 5月 6月 ７月 8月 3月9月 2月12月10月 11月 1月
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●自然環境調査結果 木本類② 

蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実 蕾 花 実

ツツジ科 アセビ * ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ○ ◎ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◎ ◇

ツツジ科 オオムラサキツツジ * ○ ◎

ツツジ科 キリシマツツジ *

ツツジ科 サツキ *

ヤブコウジ科 マンリョウ ◇ ○ ◇ ◇ ◇ ◇

ヤブコウジ科 ヤブコウジ ◇

エゴノキ科 エゴノキ ◇ ◇

エゴノキ科 ハクウンボク ○ ◎

ハイノキ科 サワフタギ ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

モクセイ科 トウネズミモチ * ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

モクセイ科 ネズミモチ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇

クマツヅラ科 クサギ ○ ◎ ◎ ◇ ◇

クマツヅラ科 コムラサキシキブ * ◇

クマツヅラ科 ムラサキシキブ ○ ○ ◎ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

スイカズラ科 ウグイスカグラ ○ ◎ ○

スイカズラ科 ガマズミ ○ ◇ ◇

スイカズラ科 サンゴジュ

スイカズラ科 スイカズラ ○ ◇

スイカズラ科 ハナツクバネウツギ * ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◇ ◇ ◇

ユリ科 サルトリイバラ ○ ◎ ◇

イネ科 アズマネザサ ○ ◎

ヤシ科 シュロ

2
1

2
3 5 1
0

1
1 8 9 8 1
1 4 4 1
4 3 2 1
1 3 2 1
6 6 1 1
8 7 3 1
9 8 3 1
7 7 1 1
1 6 2 7 1
0 5 7

2月 3月

１４年度観察種数

１４年度新規観察種数

１３年度観察、１４年度未観察数

15

結実、開花状況  蕾＝○、開花＝◎、結実＝◇

調査月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

4

1129 20 21 19 13

3 3 0 0 1 2 1 0 0 0

72

14

各月各状態数

各月観察種数　

各月新規観察種数

1519 22 24 24 16

1
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●自然環境調査結果 昆虫類① 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9日(水） 7日(水） 11日(水） 9日(水） 6日(水） 10日(水） 15日(水） 12日(水） 17日(水） 15日（水） 10日(火） 11日(水）

晴 晴 小雨 小雨 晴 曇 小雨 曇 晴 晴 晴 晴

トンボ目 ００１ オニヤンマ科 オニヤンマ ○ 1 ○ ○

００２ トンボ科 アキアカネ ○ 1 ○ ○

００３ シオカラトンボ ○♂ ○♂ ○♂ 3 ○ ○

００４ ナツアカネ ○ ○ 2 ○

ハサミムシ目 ００５ ハサミムシ科 ハサミムシ ○ ○ ○ 3 ○ ○

バッタ目 ００６ バッタ科 ショウリョウバッタ ○ 1 ○ ○ ○

００７ ツチイナゴ ○ 1 ○ ○

００８ キリギリス科 ウマオイ ○ 1 ○ ○ ○

００９ ササキリ ○ ○ 2 ○

０１０ セスジツユムシ ○ 1 ○

０１１ ツユムシ ○ 1 ○ ○

０１２ ヤブキリ ○ ○ 2 ○ ○

０１３ コオロギ科 エンマコオロギ ○ ○ ○ 3 ○

０１４ カネタタキ ○ ○ 2 ○ ○

ナナフシ目 ０１５ ナナフシ科 ナナフシ ◆ ◆ 2

カマキリ目 ０１６ カマキリムシ科 オオカマキリ ◆ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ 7 ○

０１７ コカマキリ ◆ ◆ 2 ○

０１８ チョウセンカマキリ ◆ ◆ ▲ 3

ゴキブリ目 ０１９ ゴキブリ科 チャバネゴキブリ ○ 1 ○ ○

０２０ ヤマトゴキブリ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ ○

カメムシ目 ０２１ ツチカメムシ科 ミツボシﾂﾁカメムシ ○ 1 ○

０２２ マルカメムシ科 マルカメムシ ○ ○ 2 ○

０２３ カメムシ科 アオクサカメムシ ○ 1 ○

０２４ クｻｷﾞカメムシ ○ 1 ○

０２５ シロヘリカメムシ ○ 1 ○

０２６ クヌギカメムシ科 クヌギカメムシ ▲ ▲ ▲ ▲ 4

０２７ ツノカメムシ科 ハサミツノカメムシ ○ 1 ○

０２８ キンカメムシ科 アカスジキンカメムシ ○ ○ 2 ○

０２９ ヘリカメムシ科 ハリカメムシ ○ ○ ○ 3 ○

０３０ ホソハリカメムシ ○ ○ ○ 3

０３１ ホソヘリカメムシ科 ホソヘリカメムシ ○ ○ 2 ○

０３２ ヒラタカメムシ科 ノコギリヒラタカメムシ ○ ○ ○ 3

０３３ カスミカメムシ科 ケブカキヘリナガカスミカメ ○ 1

０３４ サシガメ科 アカスジサシガメ ○ ◆ 2 ○ ○

０３５ シマサシガメ ○ 1 ○

０３６ ヨコズナサシガメ ◆ 1

０３７ ヤニサシガメ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ 6 ○ ○

０３８ セミ科 アブラゼミ ○ ○ 2 ○ ○

０３９ ツクツクボウシ ○ ○ 2 ○ ○

０４０ ニイニイゼミ ○ 1 ○

０４１ ミンミンゼミ ○ ○ 2 ○

０４２ アワフキムシ科 シロオビアワフキ ○ ○ 2 ○

０４３ ミミズク科 コミミズク ◆ 1 ○ ○

０４４ オオヨコバイ科 オオヨコバイ ○ ○ ○ 3 ○ ○

０４５ ツマグロオオヨコバイ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○

０４６ アオバハゴロモ科 アオバハゴロモ ○ ○ ○ ○ 4 ○

０４７ ワタフキカイガラムシ科 ハワードワラジカイガラムシ ○ 1 ○

アミメカゲロウ目 ０４８ クサカゲロウ科 クサカゲロウ ○ 1 ○

０４９ ウスバカゲロウ科 ウスバカゲロウ ○ 1 ○ ○ ○

チョウ目 ０５０ セセリチョウ科 イチモンジセセリ ○ 1 ○

０５１ ダイミョウセセリ ○ 1 ○

０５２ アゲハチョウ科 アオスジアゲハ ○ 1 ○

０５３ アゲハチョウ ○ ○ 2 ○

０５４ クロアゲハ ○ ○ ○ ○ 4 ○

０５５ シロチョウ科 キタキチョウ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○

０５６ スジグロチョウ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○

０５７ ツマキチョウ ○ 1 ○

０５８ モンキチョウ ○ ○ 2 ○ ○ ○

０５９ シジミチョウ科 ウラギンシジミ ○♀ 1

０６０ ベニシジミ ○ ◆ 2 ○

０６１ ムラサキシジミ (南） ○ ○ ○ 3

０６２ ヤマトシジミ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○

０６３ ルリシジミ ○ ○ 2 ○ ○

０６４ マダラチョウ科 アサギマダラ ○ 1 ○

０６５ タテハチョウ科 アカボシゴマダラ (外） ○ ○ ○ 3

０６６ キタテハ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○

０６７ ゴマダラチョウ ○ ○ ◆ 3 ○

０６８ コミスジ ○ ○ 2 ○ ○

０６９ ルリタテハ ○ ○ ○ 3 ○

０７０ ジャノメチョウ科 クロヒカゲ ○ ○ 2 ○

０７１ サトキマダラヒカゲ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○

０７２ ヒカゲチョウ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○

０７３ ヒメウラナミジャノメ ○ 1 ○

０７４ テングチョウ科 テングチョウ ○ ○ 2

０７５ メイガ科 ウスアカネマダラメイガ ○ 1 ○

０７６ トリバガ科 ナカノホソトリバ ○ 1 ○

０７７ カイコガ科 クワコ ◆ 1 ○

０７８ ミノガ科 オオミノガ ▲ ▲ ▲ 3

０７９ マダラガ科 シロシタホタルガ ◆ 1 ○ ○

０８０ ミノウスバ ○ 1 ○ ○

Ｃ Ｄ

【注】　　Ａ欄：2014年度・確認月数　　Ｂ欄：1970年・報告書に記載　　Ｃ欄：1983年・昆虫ガイドブックに記載　　Ｄ欄：2014年度・新規確認種

目 Ｎｏ 科 種名 Ａ Ｂ
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●自然環境調査結果 昆虫類② 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9日(水） 7日(水） 11日(水） 9日(水） 6日(水） 10日(水） 15日(水） 12日(水） 17日(水） 15日（水） 10日(火） 11日(水）

晴 晴 小雨 小雨 晴 曇 小雨 曇 晴 晴 晴 晴

０８１ シャクガ科 オオウスモンキヒメシャク ○ 1 ○

０８２ オオバナナミガタエダシャク ○ 1 ○

０８３ オカモトトゲエダシャク ◆ ○♀ 2 ○

０８４ イチモンジフユナミシャク ○ 1 ○

０８５ ウスキトリガリヒメシャク ○ 1 ○

０８６ ウスバフユシャク ○♀ 1

０８７ ウスベミスジエダシャク ○ 1 ○

０８８ クロオビフユナミシャク ○♀ 1

０８９ クロスジフユエダシャク ○♀ 1

０９０ クロバネフユシャク ○♀ 1 ○

０９１ シロトゲエダシャク ○♂ 1

０９２ チャバネフユエダシャク ○♀ 1 ○

０９３ ナミスジフユシャク ○♀ 1 ○

０９４ ヤガ科 クロキシタアツバ ○ 1 ○

０９５ コシロシタバ ○ ○ ○ 3 ○

０９６ シラナミアツバ ○ 1 ○

０９７ タイワンキシタアツバ ○ 1 ○

０９８ ナシケシモン ○ 1 ○

０９９ ニシキキンウワバ ○ 1

１００ フクラスズメ ○ 1 ○ ○

１０１ ヒトリガ科 ハガタキコケガ ○ 1 ○

１０２ ドクガ科 マイマイガ ○ ○ ○ 3

ハエ目 １０３ カ科 ヒトスジシマカ ○ 1 ○ ○

１０４ ガガンボ科 キイロホソガガンボ ○ 1 ○

１０５ キリウジガガンボ ○ 1 ○

１０６ ムシシキアブ科 サキグロムシヒキ ○ 1

１０７ シオヤアブ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○

１０８ マガリケムシキ ○ 1 ○

１０９ ツリアブ科 クロバネツリアブ ○ 1

１１０ ハナアブ科 オオハナアブ ○ 1 ○

１１１ ヒメヒラタアブ ○ ○ ○ ○ 4 ○

１１２ ホソヒメヒラタアブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 ○

１１３ アシナガバエ科 マダラホソアシナガバエ ○ ○ 2 ○

１１４ アシナガヤセバエ科 ホシアシナガヤセバエ ○ ○ 2 ○

１１５ ベッコウバエ科 ベッコウバエ ○ ○ 2 ○

ハチ目 １１６ アリバチ科 トゲムネアリバチ ○ 1 ○

１１７ アナバチ科 クロアゲバチ ○ 1 ○

１１８ スズメバチ科 オオスズメバチ ○ ○ ○ ○ 4

１１９ キイロスズメバチ ○ ○ 2

１２０ セグロアシナガバチ ○ 1 ○ ○

１２１ ムモンアシナガバチ ○ 1 ○

１２２ モンスズメバチ ○ 1 ○

１２３ ミツバチ科 クマバチ ○ 1 ○ ○

１２４ セイヨウミツバチ ○ 1

１２５ ニホンミツバチ ○ ○ ○ ○ 4 ○

コウチュウ目 １２６ ハンミョウ科 トウキョウヒメハンミョウ ○ ○ 2 ○

１２７ オサムシ科 オオホソクビゴミムシ ○ 1 ○

１２８ トックリゴミムシ ○ 1 ○

１２９ ハラアカモリヒラタゴミムシ ○ 1 ○

１３０ マルガタナガゴミムシ ○ ○ 2 ○

１３１ シデムシ科 オオヒラタシデムシ ○ ○ ○ 3 ○

１３２ テントウムシ科 キイロテントウ ○ ○ ○ ○ 4

１３３ テントウムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 ○

１３４ ナナホシテントウ ○ ○ ○ 3 ○

１３５ ヒメカメノコテントウ ○ ○ ○ 3

１３６ ムーアシシロホンテントウ ○ 1 ○

１３７ タマムシ科 ウメチビタマムシ ○ 1

１３８ タマムシ ○ ○ 2 ○

１３９ ミジンムシ科 マルガタミジンムシ ○ 1 ○

１４０ コメツキムシ科 クロクシコメツキ ○ 1 ○

１４１ サビキコリ ○ ○ ○ ○ 4 ○ ○

１４２ トラフコメツキ ○ 1 ○

１４３ ヒメコメツキ ○ 1 ○

１４４ ゴミムシダマシ科 キマワリ ○ ◆ 2

１４５ ナカニジゴミムシダマシ ○ 1 ○

１４６ カミキリムシ科 カタジロゴマフカミキリ ○ 1 ○

１４７ キボシカミキリ ○ 1 ○ ○

１４８ クワカミキリ ○ 1 ○

１４９ ハムシ科 アトボシハムシ ○ 1 ○

１５０ イチモンジカメノコハムシ ○ 1 ○

１５１ ウリハムシ ○ ○ ○ ○ 4 ○

１５２ クロウリハムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

１５３ サンゴジュハムシ ○ 1

１５４ ヒメジンガサハムシ ○ 1

１５５ ルリハムシ ○ 1 ○

１５６ オトシブミ科 ヒメクロオトシブミ ○ ○ 2 ○ ○

１５７ ゾウムシ科 カシワクチブトゾウムシ ○ ○ 2

１５８ クリシキゾウムシ ○ 1 ○

１５９ スグリゾウムシ ○ 1 ○

１６０ コガネムシ科 アオドウガネ ○ ○ ○ 3

Ｄ目 Ｎｏ 科 種名 Ａ Ｂ Ｃ
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●自然環境調査結果 昆虫類③ 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9日(水） 7日(水） 11日(水） 9日(水） 6日(水） 10日(水） 15日(水） 12日(水） 17日(水） 15日（水） 10日(火） 11日(水）

晴 晴 小雨 小雨 晴 曇 小雨 曇 晴 晴 晴 晴

コウチュウ目 １６１ コガネムシ科 カナブン ○ ○ ◆ 3 ○ ○

１６２ カブトムシ ○ 1 ○ ○

１６３ クロカナブン ○ ○ 2 ○ ○

１６４ コアオハナムグリ ○ 1 ○

１６５ コブマルエンマコガネ ○ 1 ○

１６６ シロテンハナムグリ ○ ○ ○ ○ 4 ○

１６７ ツヤスジコガネ ○ 1 ○

１６８ セマダラコガネ ○ ○ 2 ○ ○

１６９ ヒゲブトハナムグリ ○ 1 ○

１７０ コガネムシ科 マメコガネ ○ ○ ○ 3 ○ ○

１７１ マルエンマコガネ ○ 1 ○

１７２ クワガタムシ科 コクワガタ ◆ 1 ○ ○

１７３ ノコギリクワガタ ○♂ ○♂ 2 ○ ○ ○

１７４ ヒラタクワガタ ○♂ 1 ○ ○ ○

12 174 73 5 45 16 60 56 57 23 12 16 15 20 19 43 75 80

Ｄ

174

目 Ｎｏ 科 種名 Ａ Ｂ Ｃ

 
 
自然環境調査結果 昆虫類に関して 

 

✤ 2013 年度～2014 年度【昆虫データー録】から、2014 年度分を集計・作成した。 

 

✤ 2014 年度報告では、新しい【目】の呼称に統一した。 

 

✤ 【分類方法】 

① 「府中自然報告書」-夏 秋編‐(1970 年)の分類方法を採用した。 

② ①の分類に該当なく新しく確認された(目/科/種名）については、朝比奈正二郎氏｢基準昆虫分類表」に準じた。 

③ 種名の列挙は、アイウエオ順とした。 

         

✤ 【昆虫の生態確認】 

① 生態の記号化  卵・卵嚢：▲/幼態・蛹：◆/成虫：○/成虫の異常形：●  

② 成虫のオス・メスに関して不明の場合は表示しない。はっきりと判別された時は記号で示す。 

表示方法 オス：♂/メス：♀ 

③ 幼態の同定：確認出来ないものは除外した。特に、ガ類・甲虫類に多い。   

          

✤ 【過去の資料との対比】 

① 「データー表」2013 年度・2014 年度の確認月数/確認総数を加えた。 

☞確認された、昆虫種の変化が容易に読み取れることを目的にした。 

② 「2014 年・報告」では、A=2014 年度・確認月数/B＝1970 年・報告書に記載/C=1983 年・昆虫ガイド

ブックに記載/D＝2014 年度・新規確認種を加えた。      

☞A～D の項目を入れたことにより、過去の資料との対比を容易にする。 

  

✤ 【参考資料】 

① 「府中市自然報告－夏秋編－」１９７０年         １９７１年３月府中市教育委員会発行 

② 「府中昆虫ガイドブック」      １９８３年３月府中昆虫ガイドブック編集会編・発行 

③ 「武蔵村山市史」資料編・自然     １９９９年３月武蔵村山市史編さん委員会編・発行 

④ 「多摩の昆虫」    １９８０年３月東久留米市教育委員会編・発行  

⑤ 「東大農場・演習林・生きものたちの２０年」  ２０１３年３月東大農場・演習林存続を願う会  

⑥ 「昆虫観察図鑑」    ２０１１年５月（株）誠文堂新光社発行 

⑦ 「甲虫」新装版    ２００６年６月（株）山と渓谷社発行 

⑧ 「フィールドガイド・日本のチョウ」  ２０１２年４月（株）誠文堂新光社発行 

⑨ 「東京都の蝶」新版    ２０１２年５月（株）けやき出版発行 

⑩ 「庭・畑の昆虫－１－」    １９７６年８月（株）小学館発行 
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●自然環境調査結果 鳥類① 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 9 7 11 9 6 10 15 12 17 14 10 11

科目 名称
　　　　天気

名称
晴 晴 雨 曇り 晴 曇り 小雨 曇り 晴 晴 晴 晴れ

9 ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ 軽鴨 2 1 2 3

20 ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 雉鳩 6 6 4 1 1 4 7 4 2 9 35

33 ｶｯｺｳ ﾂﾂﾄﾞﾘ 筒鳥 1 1 1

51 ﾀｶ ﾂﾐ 雀鷹 2 1 1 3 4

58 ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 小啄木鳥 5 1 2 3 3 2 1 3 3 3 10 26

60 ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ 緑啄木鳥 1 1 2 2

64 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 百舌 1 1 1

65 ｶﾗｽ ｶｹｽ 橿鳥 1 1 1

66 ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ 尾長 16 15 3 3 3 5 28 1 7 3 10 84

67 ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 嘴細烏 0

68 ｶﾗｽ ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 嘴太烏 4 4 4 6 4 13 6 3 4 4 4 5 12 61

70 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ 山雀 0

72 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 四十雀 10 11 11 12 15 7 9 13 8 9 10 13 12 128

74 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 燕 1 1 1

77 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 鵯 25 23 14 9 13 1 37 22 26 13 6 16 12 205

78 ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ 鶯 1 3 3 2 1 5 10

79 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 柄長 2 6 9 3 5 5 25

82 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 目白 5 1 1 4 7 8 12 11 4 9 10 62

86 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 椋鳥 1 13 2 3 16

88 ﾋﾞﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 白腹 1 1 2 1 4 5

90 ﾋﾞﾀｷ ﾂｸﾞﾐ 鶫 3 1 2 5 4 11

92 ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ 瑠璃鶲 1 1 2 2

93 ﾋﾞﾀｷ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 尉鶲 2 1 2

100 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 雀 0

102 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 白鶺鴒 1 1 2 2

107 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 河原鶸 1 1 1

111 ｱﾄﾘ ｼﾒ 鴲
 2 1 2 3

117 ﾎｵｼﾞﾛ ｱｵｼﾞ 青鵐 3 5 2 3 10

28 13 9 5 8 7 5 10 10 14 11 14 12 25

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

その他カウント外 ﾄﾞﾊﾞﾄ 1 78 1 3 3

ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ 1 1 1 1 1 1

ｿｳｼﾁｮｳ

観察種数

１4年度観察数

14年
度観
察

月数

14年
度

合計
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